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研究成果の概要： 
有鉤嚢虫システインプロテアーゼ（＝カテプシン L）の機能解析の一環として、細胞内局在性

を明らかにした。嚢虫カテプシン L に対するペプチドカクテル抗体を作成し、それを用いて嚢

虫組織 in situ におけるカテプシン L の局在を免疫組織化学的に解析した。その結果、カテプ

シンＬは吸盤を構成する筋細胞内と嚢胞壁(体表面)に局在していることが明らかになり、腸管

を欠く嚢虫では嚢虫の体表面、あるいは体表面から分泌されて宿主タンパク質分解に関与して

いるとともに嚢虫寄生による病態との関連性が示唆された。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
19 年度 1,900,000 0 1,900,000 

20 年度 1,600,000 0 1,600,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 0 3,500,000 

 
 
研究分野：基礎医学 
科研費の分科・細目：寄生虫学（含衛生動物学） 
キーワード：有鉤嚢虫 
 
１．研究開始当初の背景 有鉤嚢虫のカテプシンＬが嚢虫症の病態と

どのように関与するのかを明らかにするこ
とを目的に、まず、カテプシンＬの構造を明
らかにし、次いでカテプシンＬが嚢虫組織の
どのような部位や細胞で発現しているのか
を明らかにする。 

有鉤嚢虫はヒトの脳など中枢神経系や全
身の筋組織に寄生し、脳寄生の場合にはより
痙攣発作など重篤な臨床症状が見られる寄
生虫疾患で、その病態発症の分子基盤につい
ては解明されていないが、有鉤嚢虫の嚢胞液
内に組織融解性の高いシステインプロテア
ーゼ（カテプシンＬ）が存在することを見出
したことから、このカテプシンＬと病態との
関連性が示唆された。 

 
３．研究の方法 
カテプシンＬの構造を遺伝子解析から明

らかにするために、１）有鉤嚢虫のメッセン
ジャーRNA をもとに作製した cDNA ライブ
ラリーからカテプシンＬ遺伝子をクローニ

 
２．研究の目的 



ングする。２）得られた遺伝子情報を翻訳し、
アミノ酸配列を推定する、３）このアミノ酸
配列の中からＢ細胞エピトープ候補領域を
コンピュータ解析する、４）決定されたＢ細
胞エピトープのペプチドに対する抗体をウ
サギで作製し、５）得られた抗体を用いて、
嚢虫組織 in situ における発現様式を免疫組
織化学的に解析する。 
 
４．研究成果 

本研究によって、カテプシンＬは嚢虫の頭
節にある吸盤を構成する筋細胞と嚢虫壁に
広範囲で発現していることが明らかになっ
たことから、カテプシンＬは嚢虫の体表面あ
るいは体表面から細胞外に分泌されて宿主
タンパク質を分解し、嚢虫症における病態に
強く関与していることが示唆された。 
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